
2第 章

“万物の根源は水である”
――タレス（Thalēs 紀元前625年?～紀元前548年?）

“あるものはある。ないものはない”
――パルメニデス（Parmenidēs 紀元前520年?～紀元前450年?）

“人間は万
ばん

物
ぶつ

の尺
しゃく

度
ど

である”
――プロタゴラス（Prōtagorās 紀元前490年?～紀元前415年）

“万物は流
る

転
てん

する”
――ヘラクレイトス（Hērakleitos 紀元前540年?～紀元前480年?）

“自分は知らないので，
その通り知らないと思っている”
――ソクラテス（Sōkratēs 紀元前469年?～紀元前399年）
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“すべての美しいものは美によって美しい”
――プラトン（Platōn 紀元前427年～紀元前347年）

“自然は何も無駄なことはしない”
――アリストテレス（Aristotelēs 紀元前384年～紀元前322年）

“隠れて生きよ”
――エピクロス（Epikūros 紀元前341年～紀元前270年）

“自然にしたがって生きる”
――ゼノン（Zēnōn 紀元前334年?～紀元前262年?）
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“（天の）父は悪人にも善人にも
太陽をのぼらせ，
正しい者にも正しくない者にも
雨をふらせてくださる”
――イエス（Jesus 紀元前4年?～29年?）

“人は律法の実行ではなく，
ただイエス・キリストへの
信仰によって義とされる”
――パウロ（Paulos 5年?～65年?）
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“（煩
ぼん

悩
のう

の）矢を抜き去って，
こだわることなく，心の安らぎを得たならば，
あらゆる苦しみを超越して，
悲しみなき者となり，安らぎに帰する”
――ブッダ（Buddha  紀元前463年?～紀元前383年?／紀元前566年?～紀元前486年?）

2第 章

“朝
あした

に道を聞かば，夕
ゆうべ

に死すとも可なり”
――孔子（紀元前551年?～紀元前479年）

“道
みち

の道
い

う可
べ

きは，常の道に非
あら

ず”
――老子（紀元前?年～紀元前?年）
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